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1　は　じ　め　に

農林水産省蚕糸・昆虫農業技術研究所が帝成し，1990年

3月に国によって指定された姦品種日507号・R508号×

中507号・中508号は．一般には愛称「さきがけ」で呼ば

れている。

「さきがけ」は，平均繊度が4デニール以上という太い

繭糸を吐糸するため，これから得られる生糸は外衣用素材

として注目されている。また一方では，カーデガン，セー

ター等の絹ニット製品の原料として利用するため開発され

たスパンロウシルクへの原材料として最適であろうという

評価がなされている。

このように，絹の新素材の原材料を提供するという面で

「さきがけ」は，最近最も注目されている姦品種の一つで

あるが，その性状や飼育方法に関する報告は，高山■’のは

かは数少ない。そこで著者らは，「さきがけ」の性状と飼

育方法について検討し，二三の知見を得たので報告する。

2　試　験　方　法

11）「さきがけ」の食性

1988年春蚕期において，「さきがけ」の4，5齢期にお

ける食下駄消化頃調査を実施した。

4齢24℃．5齢23℃の恒温恒湿蚕室において，「さきが

け」と口134号×支135号を各50頑3連（4齢期）又は2

連（5齢期）で飼育し．給桑畳，残餌見，排糞鼻より，近

表1太繊度姦品種「さきがけ」の食下量及び消化畠

似的食下臨．消化虫及び消化率を求めた。

（2）「さきがけ」の5齢期における給桑星と虫繭質

1988年春姦期に，「さきがけ」と‖134号×支135号を

4齢まで当場の慣行により飼育し，5齢から各品種とも1

区2，000頑の試験区を設定した。毎回の給乗出を福島県姦

業試験場指定の棲準星とするもの，これより10％及び20％

増見給与する3区を設け，1日2恒拾桑，1段粂桑再で飼

脅した。調査は，化蛸歩合，収繭軋生糸局歩合等につい

て実施した。

（3）「さきがけ」の5齢期における飼育密度

1989年春蚕期に．「さきがけ」と日134－号×支135号を

4齢まで当場の慣行により飼育し，5齢から各品種とも1

区2．000頭の試験区を設定した。齢中の最大飼育密匿を

0．11げ当たり110，90．70頑の3通りとして飼育した。5

齢期の飼育方法及び調査項目等は（2日こ準じた。

3　試験結果と考察

日）「さきがけ」の食性

表1に「さきがけ」の4，5齢期における食下出，消化

債調香の結果を示した。

「さきがけ」は，普通繊度占占種目134号×支135号に対

して食下見が10％，消化舅も9％多くなり，非常に続発な

食仲を示す品縄であることがわかった。なお．消化率には

差がなく，食下乗費の消化吸収面で特に違いはないように

思われた。

（1988年　春蚕期）

呑　 品　 種　 名
食　 下　 垂　 （g ） 消　 化　 量　 （g ） 1 消 化率 （％ ）

l （4 ～ 5 齢 計 ）
4　齢　　　 5　齢　　　 計 4　齢　　　 5　齢　　　 計

さ　　 き　　 が　　 け 0 ．67　　　 6．41　　 7．鵬 （110 ） 0 ．29　　　 2．43　　　 2．72 （109 ） 38 ．4 （100）

日 134 号 × 支 135 号 0 ．6 1　　　 5 ．85　　　 6．4 6 （100 ） 0 ．28　　　 2．2 1　　 2 ．49 （100 ） 38 ．5 （100）

注．飼育条件　温度：4齢－240C，5齢一23■C
規模：4齢一1区50頭3凰　5齢－1区50頑2適

数　　値　雌雄平均1頭当り乾物

（2）「さきがけ」の5齢期における給費星と虫繭質　　れたので，給桑星を変えた飼再試験を実施した0その結果

ll）により「さきがけ」の食性は，普通品種に比べかなり　を表2に示した。

多いことがわかったことから，「さきがけ」の食性を満た　「さきがけ」は，給桑星を増すと繭垂が重くなり収削上

すためには∴条桑帝においても給条虫の変更が必要と思わ　も同様に増加した0普通繊度品種別34号×支135号でも
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蓑2　太繊度垂品種「さきがけ」の5齢期における給桑量と虫繭質　　　　　　　　（1988年　春姦期）

姦 品 種 名
給 乗 員　 化 蛸 歩 合　 収 繭 量　 繭　　 童　 顔 層 垂　 繭 層 歩 合　 繭 糸 繊 度　 生 糸 量 歩 合

（kg ）　　 （％ ）　　 （kg）　　 （g ）　　 （c g ）　　 （％ ）　　 （d ）　　 （％ ）

さ き が け

1 1 5．8 （1 2 0）　 8 5．0　　　　 2 1．3　　　　 2．5 1　　　 5 7 ．5　　　　 2 2 ．9　　　　 4．5 8　　　 18．79

1 06 ．2 （1 1 0）　　 8 5．0　　　　 19．6　　　　 2．3 1　　　　 5 4 ．3　　　　 2 3 ．5　　　　 4．3 9　　　 18．56

9 6 ．5 （1 0 0）　　 8 6．2　　　　 18．8　　　　 2．18　　　　 5 0 ．1　　　　 2 3 ．0　　　　 4．3 8　　　 18 ．68

口 13 4　 号
1 1 5．8 （1 2 0）　 9 2 ．4　　　　 2 1．3　　　　 2．3 1　　　 56 ．1　　　 2 4 ．3　　　　 3．0 1　　　 2 0 ．1 1

ヽ 1 0 6．2 （1 1 0 ）　 9 2 ．5　　　 19．5　　　　 2 ．11　　　 5 1．3　　　　 2 4 ．3　　　　 2．9 5　　　　 2 0 ．23

支 13 5　 号 9 6．5 （10 0 ）　 8 8 ．8　　　 17 ．8　　　　 2 ．0 1　　　 4 8 ．2　　　　 2 4 ．0　　　　 3．体　　　　 2 0 ．3 0

注．飼育条件　温度：24．1℃
規模：1区乙000頑

形式：1段条桑育，1日2回給桑
給桑量は2．000頑当り5齢全期，収繭量は対1万頑当り

同様の傾向であった。

したがって，福島県蚕業試験場指定の標準拾桑舅から，

その20％増出給与の範関内では，品樺の違いに関係なく

給彙星を増加すると計量形質の向上が図られることがわかっ

た。しかし「さきがけ」では，本品樺の最も重要な特長で

ある繭糸繊度が給桑星の増加で大きくなる傾向も見られる

ので，「さきがけ」における給乗員の増加は有効な飼育改

善技術の一つとなり得るものと思われた。

ところで本試軌ま，5齢期最大飼育密度を福島県蚕業試

験場指定の標準的飼育密度である0．lrげ当たり110重点で実

施したが，両占占種問の化蛸歩合は大きく異なり，「さきが

け」の数値は，普及上やや問題となるものであった。

（3）「さきがけ」の5齢期における飼育密度

（2）の試験結果より，普及を前提とした「さきがけ」の飼

育技術確立に当っては，計員形質とともに化蛸歩合の向L

も図られる飼育法を兄いだすことが重要であると思われた。

元来食桑旺盛，体躯大型である「さきがけ」の飼育環境

を良好に保つには．飼育密度の希薄化が有効と考えられた

ので．これについての飼育試験を実施した。その結果を表

3に示した。

蓑3　太繊度蚕品種「さきがけ」の5齢期における飼育密度と虫繭質 （1989年　春蚕期）

蚕 品 種 名
飼 育 密 度　 化 鏑 歩 合　 収 繭 量　 繭　　 量　 繭 層 垂　 繭 層 歩 合　 繭 糸 繊 度　 生 糸 量 歩 合

（頑 ／ 0 ．1 1才 ）　 （％ ）　　 （k g ）　　 （g ）　　 （c g ）　　 （％ ）　　 （ d ）　　 （％ ）

さ き が け

1 1 0　　　　 8 5 ．5　　　　 1 9 ．7　　　　 2 ．3 0　　　　 5 1．5　　　　 2 2 ．4　　　　 4 ．3 1　　　 1 8 ．2 4

9 0　　　　　 9 1．5　　　　 2 1 ．4　　　　 2 ．3 4　　　　 5 3 ．1　　　　 2 2 ．7　　　　 4 ．3 4　　　　 1 7 ．7 9

7 0　　　　　 9 1．5　　　　 2 1 ．8　　　　 2 ．3 8　　　　 5 3 ．6　　　　 2 2 ．5　　　　 4 ．3 6　　　 1 8 ．0 2

日 1 3 4　 号
1 1 0　　　　 9 3 ．8　　　　 1 8 ．4　　　　 1 ．9 6　　　　 4 8 ．8　　　　 2 4 ．9　　　　 2 ．8 9　　　　 2 0 ．5 0

× 9 0　　　　 9 1．9　　　　 1 8 ．2　　　　 1 ．9 8　　　　 4 8 ．7　　　　 2 4 ．6　　　　 2 ．9 2　　　　 2 0 ．6 1

支 1 3 5　 号 7 0　　　　　 9 6 ．8　　　　 1 9 ．1　　　 1 ，9 7　　　　 4 8 ．9　　　　 2 4 ．8　　　　 3 ．0 1　　　 2 0 ．7 0

注．飼育条件　温度：24．0●C
規模：1区2，000頭
形式：1段条桑育，1日2回拾桑

収繭鼻は対1万頑当り

（2）の試験と同じ飼育密度（110頑区）では，（2）の試験と

同様の傾向を示し，両品拝聞の化蛸歩合に明確な差が認め

られた。‖134号×支135号では，飼育密度を希薄化して

も化蛸歩合や繭垂に一定の向上傾向は見られなかった。こ

れに対して「さきがけ」では，飼育密度を希薄化すると化

蛸歩合が向1二し，繭垂．鏑層垂も重くなる傾向を示した。

以上のことから「さきがけ」の飼育に当っては．その性

状を考慮し，5齢期の最大飼育密度を現行品種より希薄化

（0．lrげ当り90頭以下）するとともに，給桑牡を多め（福

島県蚕業試験場指定の標準袷桑槌の10－20％増）とするこ

とが，適当と思われた。

4　ま　　と　　め

人繊度蚕品種「さきがけ」の飼育法について検討したと

ころ，その性状から諷通姦晶稗とは．やや異なる飼育法

（多給桑，低密度）が適当と思われた。

引　用　文　献

1）高山博美．1989．太繊度姦占占種に対する抗幼若ホルモ

ン活性物質（AJH）の投与効果．東北農業研究　42：

323－324．

¶3081


